
 

こばやし・よしなお 
 

藩校誠之館教授、医者、医学者 

 

経 歴 

生：弘化元年（１８４４年）８月８日、備後国深津郡野上村２２３１番地（現福山市地吹町）生まれ 

没：明治３８年（１９０５年）８月６日、東京本郷西片町で没、享年６２歳、東京谷中霊園に葬る 

－ － 寺地強平（舟里）に洋学を学ぶ 

－ － 江木鰐水に漢学を学ぶ 

文久元年（１８６１年）１０月１７日 １８歳 誠之館洋学修業を仰せつけられる 

文久３年（１８６３年） ２１歳 江戸に留学し、幕府の洋書調所（開誠所）・医学所

（西洋医学所）に通学し、坪井芳洲塾でも学ぶ 

元治元年（１８６４年） ２２歳 苗字帯刀を許される 

元治元年（１８６４年）ごろ～慶応元年

（１８６５年）ごろ 

２２～２３歳

頃 

下総・佐倉において、佐倉藩順天堂の佐藤尚中（さとう・

たかなか）の塾に入って研鑚する 

慶応２年（１８６６年）ごろ ２４歳頃 江戸に戻り、坪井芳洲の塾に入って研鑚する 

－ － 帰郷し、藩校誠之館で英語を教授 

明治元年（１８６８年）３月２１日 ２５歳 御通掛御目見、勘定所詰 

明治２年（１８６９年） ２６歳 福山医学校兼病院・同仁館の設立には寺地強平を助ける 

明治２年（１８６９年）１２月 ２６歳 医学所が大学東校に改組されると招かれて准少助教となる 

明治３年（１８７０年）９月９日 ２７歳 大学東校において准少助教となり医学教授を務める 

明治４年（１８７１年）２月１５日 ２７歳 大学東校において少助教 

明治４年（１８７１年）９月２５日 ２８歳 大学東校が廃校となり少助教を免ぜられる 

明治４年（１８７１年）９月２７日 ２８歳 文部省に入り、文部中助教 

明治４年（１８７２年）１２月２４日～５年（１８７３年）９月２７日 ２８～２９歳 文部大助教 

明治６年（１８７３年）５月２５日～８年（１８７５年）１月１９日 ３０～３２歳 文部省八等出仕に補せられ翻訳課に属して医書編纂専務となる 

明治８年（１８７５年）１月２０日 ３２歳 退官後は著作に従事して多数の医学書を著す 

明治１３年（年）５月２９日～１３年（年）９月２０日 ３７歳 内務省衛生局傭（医事課） 

明治２０年代 － 尋常中学福山誠之館の存続に尽力する 
 



 

生い立ちと学業、業績 

小林義直は、弘化元年（１８４４年）備後国深津郡野上村２２３１番地（現福山市地吹町）生ま

れ。 

農業小林周藏（小林三六）の長男。始め小林達太郎（辰太郎）、のち小林義直を名乗った。号

は蘆灣漁人（ろわん・りょうじん）。幼時より寺地強平（舟里）・江木鰐水に洋学・漢学を学び、神童と

いわれた。 

 

文久元年（１８６１年）１０月１７日、１８歳の時誠之館洋学修業を仰せつけられた。文久３年（１８

６３年）江戸に留学し、江戸福山藩邸から幕府の洋書調所（開成所）・医学所（西洋医学所）に

通学し、佐倉藩順天堂の佐藤尚中（さとう・たかなか）や、坪井芳洲塾でも学んだ。 

 

明治に入って帰郷し、誠之館で英語を教授している。これは開成所に於て英語学を学び、兼

ねて英医学を修めたためと思われる。明治２年（１８６９年）福山医学校兼病院・同仁館の設立

には寺地強平を助けている。 

 

明治２年（１８６９年）１２月、医学所が大学東校に改組されると招かれて、翌年大学少教授（化

学教授・舎務担当）となった（「東京大学百年史通史」、２１８頁）。明治５年には文部省に転じ

て文部大助教、明治６年（１８７３年）には文部省八等出仕に補せられ翻訳課に属して医書編

纂専務となった。明治８年（１８７５年）退官後は、もっぱら著作に従事し、多数の医学書を著わ

した。 

 

備後地方から東京に遊学した多くの学生に手厚い援護の手を伸ばしたり、明治２０年代に尋

常中学福山誠之館の存続に力をつくしたのは、彼の強い愛郷心によるものであった。 

 

明治３８年（１９０５年）８月６日、東京本郷西片町に没した。享年６２歳。東京谷中霊園に葬る。   

（出典１） 

 

誠之館所蔵品・展示品 

管理№ 氏  名 名  称 制作／発行 日 付 

００３４７ 小林義直 書 七言律詩「題画（行人立盡）」 － － 

ｔ０３８０ 小林義直 書 短冊「氷留水聲」 － － 

００３４１ 小林義直 訳 『理禮氏薬物学』 英蘭堂 明治５年 

０２０５９ 井上角五郎 編 『小林先生小傳』（コピー） 井上角五郎 明治３９年 

資料提供：小林一馬氏（昭和２３年卒） 

出典１：『誠之館百三十年史（上巻）』、１６９頁、福山誠之館同窓会編刊、昭和６３年１２月１日 



出典２：『小林先生小傳』、井上角五郎編刊、明治３９年６月２８日 

出典３：『近世後期の福山藩の学問と文芸』、８２頁、福山市立福山城博物館編刊、１９９６年４月６日 

出典４：『福山藩の文人誌』、２１０頁、濱本鶴賓著、葦陽文化研究会編刊、１９８８年７月２７日 

出典５：『郷賢録』、３０頁、福田禄太郎著、福山城博物館友の会編刊、平成１２年１０月１日 

出典６：『医海時報（第５６３号）』、「医学文化をたずねて 小林義直と歯科提要」、谷津三雄 

出典７：『広島県の医師群像－明治時代－』、４１頁、阪田泰正著、安芸津記念病院郷土史料室刊、昭和６０年１１月１日 

２００５年４月１３日更新：所蔵品・出典●２００６年３月２２日更新：所蔵品●２００６年４月５日更新：タイトル●２００８年１月１１日

更新：本文・誠之館所蔵品●２００８年８月４日更新：本文・出典●２００９年４月７日更新：誠之館所蔵品●２００９年９月１０日更

新：経歴・本文・著書訳書・誠之館所蔵品●２００９年９月１８日更新：著書訳書・出典●２００９年１０月１９日更新：出典●２０１０

年２月１６日更新：著書訳書●２０１０年５月７日更新：経歴・本文●２０１０年１１月１日更新：経歴・誠之館所蔵品展示品●２０１

１年９月３０日更新：経歴・本文● 

 


